座標ファイル
　　座標ファイルは、現場単位で計算された座標等の結果をしまっておくファイルです。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座標ﾃﾞｰﾀ_DXF変換

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座標ﾃﾞｰﾀの展開

　　座標ファイルの操作メニュー
　　　　１．座標データの登録・リスト・削除・検索
座標ファイルへ座標データの登録・リスト・削除・検索を行います。

　　　　２．座標データの転送
ある現場の座標データを、ある現場の座標ファイルへ転送します。
　　　　３．座標データ ←→ SIMAデータ 変換

座標データとSIMAデータの相互変換を行います。

　　　　４．基準点成果数値データ → 座標データ　変換
電子納品された基準点成果数値データ（点名・X・Y・H）を座標ファイルへ取り込みます。
　　　　５．座標データ ←→ CSV形式（カンマ区切り）　変換
座標データとCSV形式（カンマ区切り）データの相互変換を行います。

　　　　６．座標データの展開

座標ファイルに登録されている全ての座標点を表示します。

Ｘ－Ｙチェンジ表示

　　　　　　　　　　　全体表示

　　　　　　　　　　　範囲拡大表示

　　　　　　　　　　　拡大表示

　　　　　　　　　　　縮小表示

　　　　　　　　　　　距離測定

　　　　　　　　　　　面積測定
　　　　７．座標データ → DXF　変換

座標データをDXF変換します。

　　　　８．座標ファイルの初期化

座標ファイルの内容を全て削除します。
座標データの登録 ・ リスト ・ 削除 ・ 検索

　　座標ファイルへ座標データの登録・リスト・削除・検索・点名変更を行います。
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　　　　　　　　　削除　　　　検索　　　出力リスト
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座標データの登録
　手入力で座標データの登録をする例です。
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リストボックス
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入力ボックス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上位桁数の指定

　　　１．表示桁数の指定　――　３桁　、６桁
　　　２．上位桁数の指定　――　上位桁数指定のチェックボックスにチェックを入れるとX座標とY座標の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キロメートルの入力を催促しますのでテキストボックスへ入力してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力時にキロメートル単位が省略できます。
　　　３．入力形式を選択します。
　　　　　　　　・　登録No　――　整数６桁　　　１　≦　登録No　≦　登録可能点番
　　　　　　　　・　点名 　  ――　半角１５文字以内　　　入力形式にないものは、登録Noがそのまま入ります。
· Ｘ、Ｙ、Ｈ　――　小数第６位以内
· コード　　　――　 １：　基準点　　　　　　　　 １８：　ﾃﾞｨｼﾞﾀｲｻﾞﾞ読取点　　   ０： 外部入力点
                 １０：　放射点（境界点）　　 ２０：　ＩＰ点
                            １２：　交点　　　　　　　  　 ２１:　中心点
                 １７：　標高点　 　      　 ２２:　幅杭　
４．「登録No」の入力ボックスに入っている数値は、現在登録されている最終Noの次の登録Noです。
　　　５．入力形式に従って入力してください。

座標データの修正
　　　修正したい登録Noの行をクリックします。　クリックされた登録Noが入力ボックスに入りますので
　　　修正値を入力してください。

　　　＊ カーソルが「コード」の欄の位置で「Enter」を押すと確定します。

座標データのリスト
1． ファイルリスト
「ファイルリスト」ボタンをクリックすると、座標ファイルの内容をリストボックスに出力します。
2． 出力リスト作成
座標リストを帳票に出力したい場合に使用します。
「出力リスト作成」ボタンをクリックすると、次のフォームが表示されます。
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　　　　　　　　　点の種類（コメント） ――　 基準点　境界点　等を選択する　　　入力可
　　　　　　　　　出力リストの範囲   ――　 １　≦　範囲　≦　登録可能点番
出力桁数   ――　 ３位　、６位
出力形式   ――　 X、Y、H　、　X、Y
出力する座標点の種類　 ――　 出力したい種類をチェックしてください。　　複数可
　　　　　　　　　       作成開始　　――　 上記の条件で出力リストが作成されます。
　　　　　    ２回目からのリストは、出力ファイルの後に追加されます。
　　　　　　　　　リストの表示・出力  ――　 出力リストを表示・出力します。

　　　　　　　　　     リストの削除　 ――　 今まで作成された出力リストを削除します。
　　　　　　　　　           終了　 ――　 現在の出力リストを保持します。
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座標データの検索
　　　１．点名文字列検索

　　　　　　　入力された文字列と同じ座標点名を検索します。

　　　２．同一点名の検索

　　　　　　　同一座標点名を検索します。

　　　３．同一座標の検索

　　　　　　　Ｘ　,　Ｙ ＜ （±1mm）　の座標点を検索します。

　　　　検索結果はリストボックスに表示及び「出力リスト」に表示・出力します。
座標データの点名変更
　　　１．１点ごとの点名変更

　　変更したいリストボックスの登録Noをクリックして、テキストボックス内の「点名」を変更して、

「コード」テキストボックスまで空打ち「Enter」してください。
２．複数点名変更

　　既設点名の先頭に半角1文字を追加します。

　　　　　　　　「点名変更」のボタンを押して、

・ 点名の先頭に半角1文字 「 A 」 を付す。　（スペースは無視されます。）
・ 点名変更範囲を入力してください。
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　　　　　　　　　「OK」で点名が変更されます。
　　＊ 既設１５文字の点名は1点追加されることにより末尾の1文字が削除されますので注意してください。

座標データの削除
　　　１．１点削除

　　削除したいリストボックスの登録Noをクリックして、「１点削除」のボタンを押してください。
２．複数削除
　　　　　　　　「複数削除」のボタンを押して、

・ 削除したいリストボックスの登録Noをクリック入力してください。

・ 削除範囲を入力してください。
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　　　　　　　　　「OK」で削除されます。
　　　　　　　　　座標データの削除は、慎重に行ってください。
座標データの転送
　　座標データを、ある現場　から　ある現場　の座標ファイルへ転送します。
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リストボックス
転送手順

1． 送り側のリストボックスから現場名を選択クリックします。

2． 受け側のリストボックスから現場名を選択クリックします。

3． それぞれの現場の、座標ファイルの内容が表示されます。

4． 送り側の座標数全部を転送するように表示しますので、必要な数だけ黄色くなったテキストボックスを修正して実行してください。

5． 「転送開始」で転送されます。
· 送り側の座標ﾃﾞｰﾀは残ります。

· 送り側の転送する範囲の中に未登録の番号がある場合は、受け側では番号を詰めて

登録されますので注意してください。
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座標データ　←→　SIMA_データ 変換
座標データとSIMAデータの相互変換を行います。

　　　１．変換方法

　　　　　　・ 座標データ　→　SIMAデータ　    　（SIMAデータ ： 書き込み場所とファイル名を指定します。）
　　　　　　・ SIMAデータ　→　座標データ　　    （SIMAデータ ： 読み込み場所とファイル名を指定します。）
　　　２．変換データの種類
　　　　　　・ 座標データのみ　：　座標データを変換します。

　　　　　　・ 画地データのみ　：　画地データを変換します。

　　　　　　・ 両　方　　　　　　  ：　座標データと画地データを変換します。

＊ 座標データ（Disk） ： 現作業中の座標ファイル（Trvxyz.sav）

　　　変換手順

１．変換方法を選択します。

２．変換データの種類を選択します。

３．送り側と受け側のファイルの内容が表示されます。

４．送り側の座標点数全部を変換するように表示されます。必要に応じて黄色くなったテキストボックスを
修正して実行してください。

５．「変換開始」で変換を実行します。

　　　　＊　座標データ→SIMAデータの書き込みは、Ｄｉｓｋの座標ファイルの点番号がそのまま付けられます。
画地データも同様です。

　　　　＊　SIMAデータ→座標データの書き込みは、SIMAデータの点番号がＤｉｓｋの座標ファイルの
点番号に付け変えられます。　画地データも同様です。

　　　　　　＊　SIMAデータ→座標データの書き込みで、画地データの点名が座標データの中に無い場合は、
画地データの点番号は 「0」 になります。

　　　　　　＊　SIMAデータ→座標データへ書き込んだ場合、同一点名がないかどうか「座標ファイルの検索」で
調べる必要があります。

　　　　＊　画地データのみの変換は、既存の座標データとリンクしない場合がありますのでできるだけ
さけてください。

６．「変換ファイル表示」でSIMAデータ変換ファイルを表示します。

基準点成果数値データ　→　座標データ 変換
電子納品された基準点成果数値データ（点名・X・Y・H）を座標ファイルへ取り込みます。
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参照　――　基準点成果数値データファイルの場所を指定します。

表示　――　基準点成果数値データファイルの内容を表示します。

基準点成果数値データファイルの場所を指定すると、成果数値データの数と座標ファイルの登録済み番号を表示します。

登録開始番号を指定して「変換開始」

「終了」

＊ 基準点成果数値データ変換上の注意
・ 成果数値データに経・緯度値とXY座標値の両方が入っている場合、XY座標値を取り込みます。

・ 成果数値データに経・緯度値のみ入っている場合、XY座標値に変換して取り込みます。

・ 成果数値データの標高が空欄の場合、H=0.0として取り込みます。

・ 成果数値データに複数の座標系（隣接座標系）の座標値が入っている場合、

現在開いている現場の座標系と同じ座標系の座標値のみを取り込みます。
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座標データ ←→ CSV形式（カンマ区切り） 変換
座標データとCSV形式（カンマ区切り）データの相互変換を

行います。
座標データ → CSV形式（カンマ区切り） 変換

変換手順
１．変換方法を選択します。

２．「参照」でCSV形式（カンマ区切り）データの書き込み場所と

　　ファイル名を指定します。

３．座標データファイルの内容が表示されます。（Trvxyz.sav）

４．変換形式　変換データの桁指定を選択します。

５．座標データファイルの座標点数全部を変換するように表示

されます。必要に応じて黄色くなったテキストボックスを

修正して実行してください。

６．「変換開始」で変換を実行します。

７．「表示」で変換されたCSV形式（カンマ区切り）ファイルを表示します。

座標データ ← CSV形式（カンマ区切り） 変換

変換手順
１．変換方法を選択します。

２．「参照」でCSV形式（カンマ区切り）データの読み込み場所とファイル名を指定します。

３．座標データファイルの内容が表示されます。（Trvxyz.sav）

４．変換形式　変換データの桁指定を選択します。　　（X、Ｙ）の場合、Ｈ=0.0が登録されます。
５．「表示」でCSV形式（カンマ区切り）ファイルを表示します。

６．座標データファイルへの登録番号が表示されます。必要に応じて黄色くなったテキストボックスを修正して
実行してください。

７．「変換開始」で変換を実行します。

CSV形式（カンマ区切り）変換ファイル

A-R1           ,  -61561.625,  -71458.642,  701.960, 　 座標点名、Ｘ、Ｙ、Ｈ、
A-R2           ,  -61566.994,  -71721.967,  735.300,

A-R3           ,  -61739.667,  -71679.898,  722.700,

B-R1           ,  -61575.428,  -71692.444,  732.660,

B-R2           ,  -61605.974,  -71651.804,  722.850,

B-R3           ,  -61637.119,  -71673.186,  721.181,
A-R1           ,  -61561.625,  -71458.642,              座標点名、Ｘ、Ｙ、
A-R2           ,  -61566.994,  -71721.967,

A-R3           ,  -61739.667,  -71679.898,

B-R1           ,  -61575.428,  -71692.444,

B-R2           ,  -61605.974,  -71651.804,
B-R3           ,  -61637.119,  -71673.186,
座標データの展開
　　　座標ファイルに登録されている全ての座標点を表示します。

　　　　Ｘ－Ｙチェンジ　全体表示　範囲拡大　拡大　縮小　距離測定　面積測定
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方眼（メッシュ）ピッチ

Ｘ－Ｙチェンジ表示　――　Ｘ、Ｙ軸をたて・よこ逆に表示します。

全体表示　――　座標ファイルに登録されている全ての座標点を表示します。

範囲拡大　――　拡大したい部分をマウスでドラッグして矩形選択します。

拡大　――　現在表示されている部分を中心に１２０％の大きさで表示します。

縮小　――　現在表示されている部分を中心に８０％の大きさで表示します。
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距離測定　――　２点間の方向角と平面距離の測定及び追加距離を

表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　―　入力可
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示桁　　―　少数第３位 or 少数第６位表示

面積測定　――　多角形の面積を測定します。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定したい多角形をマウスで順番にクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データの終わりは最初の点をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計算桁　―　座標値を少数第３位に丸めて計算

or　座標値を少数第６位に丸めて計算
方眼ピッチ　――　方眼メッシュをトンボ型で表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　方眼ピッチ　：　０ｍ、１０ｍ、２０ｍ、２５ｍ、５０ｍ、１００ｍ、２００ｍ、２５０ｍ、５００ｍ、１０００ｍ

座標データ → DXFファイル 変換
座標データをDXFファイル変換します。
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座標ファイル選択

　　右側のリストボックスに座標ファイルの全座標データの点名が表示されます。
　　変換したい座標点名を「範囲指定」します。

「範囲指定」 　１．　始めの点をクリックします。
　　　　　　　　　　　　２．　「Shift」を押しながら、終わりの点をクリックします。
　　　　　　　　　　　　３．　選択した範囲の文字が青く反転します。
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４．   　　　　　　ボタンで左側のリストボックスへ移動させます。
５．　以下、１～４の繰り返し。

[image: image36.png]


６． 元に戻す場合は、左側のリストボックスで１～３を行い　　　　　　　ボタンで元に戻します。
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　　　　　　　　　　　　７．判らなくなったら　　　　　　　ボタンで最初から開始してください。
作成ファイル名　――　「　Trv_toDXF.dxf　」

変換項目及び線の色

　　１．縮尺　――　コンボボックスより選択してください。　　入力不可
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　　２．
　　　　「共通」　チェックをはずした項目は変換しません。

　　　　　　　　　色変更は色をクリックして、「色の設定」より選択してください。

　　　　　　　　　表示されている数値等はデフォルトです。

　　　　　　　　　変更した数値等は保持されます。


　　　　　「詳細」　　・用紙サイズ　―　コンボボックスより選択してください。

　　　　　　　　　　　　　　指定サイズ　- - - - - 用紙の高さ、幅を入力
　　　　　　　　　　　　　　A０横　、　A０縦
　　　　　　　　　　　　　　A１横　、　A１縦
　　　　　　　　　　　　　　A２横　、　A２縦
　　　　　　　　　　　　　　A３横　、　A３縦
　　　　　　　　　　　　　　A４横　、　A４縦


・４辺の内枠幅(㎜）を入力

　　　　　　　　　　　　　　「内枠有り」を押すと「内枠無し」

　　　　　　　　　　　　　　「内枠無し」を押すと「内枠有り」
・方位拡大率　――　方位を作成します。

作製する縮尺によって方位の大きさが変わります。

用紙サイズに合った大きさの拡大率を指定してください。


　　３．
　　　　　「詳細」・メッシュ間隔　―　コンボボックスより選択して

ください。　　　　入力不可
・メッシュの種類

トンボ　――　トンボの一辺（㎜）入力

方眼　――　　方眼（内枠内を直線で結ぶ）

　　　　　　　　　――　座標値表示の有無

　　　　　　　　　　　　内枠と外枠の間に表示します。

　　　　　　　　　　　　文字高　：　座標値の文字高を入力（㎜）

　　　　　　　　　　  文字離れ　：　内枠と座標値の離れを入力（㎜）

　　　　　　　　　 　 表示形式　：　座標のみ　、　X付き　、　Ｘ＝付き　　を選択

　　　４．
　　　　　「詳細」　　・形状　―　◎

 ○ 　は外径のみ入力
・内径　―　（㎜）入力

・外径　―　（㎜）入力

５．
　　　　　「詳細」　　・文字高　―　（㎜）入力

・ﾏｰｸとの離れ　―　（㎜）入力


　　　６．

　　　　　「詳細」　　・文字高　―　（㎜）入力

・ﾏｰｸとの離れ　―　（㎜）入力

・表示桁　―　コンボボックスより選択してください。

　　　全ての変換項目を設定したら「変換開始」」で　――　「　Trv_toDXF.dxf　」　が作成されます。

変換したDXFファイルの表示
別ソフトAuto CAD 等で展開してください。

＊　文字が重なっているところは移動編集してください。
＊　修正後のファイル名 ：　Trv_toDXF.dwg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変換項目のレイヤー分け

座標ファイルの初期化

　　座標ファイルの内容を全て削除します。


　　　　　　座標ファイルの初期化は、慎重に行ってください。
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